
「お茶」
：起源、歴史など、あれこれ話

２０１２・４・１４

左右田健次

茶：チャ Camellia sinensis (ツバキ科、

ツバキ属）の葉を飲料用に加工したもの及び茶葉を

原料とした飲料

（茶でない茶：麦茶、ハーブ茶、昆布茶など）





茶言葉

“日常茶飯事” “お茶を濁す”

“お茶の子さいさい” “茶の飲み友達”

“茶々を入れる” “お茶目”

“お茶っぴい” “茶番劇”

“お茶にする” （have a tea break)

“Golf  is not mｙ cup of tea” (肌にあわない）

“take tea with” (交際する）

“Ｔｈａｔ‘ｓ ａｎｏｔｈｅｒ ｃｕｐ ｏｆ ｔｅａ” （それは別問題）

“Abwarten und Tee trinken” (焦りは禁物）







茶の名称

• 全て中国起源

（Ｉ）広東語系 Cha: 北京、インド、ベンガル、日
本(saも)、韓国、ポルトガル、スペイン
Chai: モンゴル、ロシア、ポーランド
Ｊａ：チベット Ｃhａｙ：トルコ

（ＩＩ）福建語系 Tai:閩南語,台湾方言,
Ｔｅａ：英、米、ハンガリー（テア） Thee: オラン
ダ The:マレーシア Tee: ドイツ、フィンランド
Ｔｈｅ：フランス Ｔe: イタリア



茶樹の原産地

• 雲南省、四川省（中国南西部）の丘陵地帯

• （照葉樹林帯、東亜半月弧）

• 特に西双版納（シーサンパンナ）付近、雲貴
高原（タイ族、ハニ族の居住地域）

• 茶の銘木（樹齢８００～１０００年）：茶樹王

高さ：約６メートル
（右側；囲いの内）













茶馬古道（Tea Road)

• 張騫（？－ＢＣ１１４，日本；弥生時代）：漢の
武帝の命で西域に赴く。(月氏と匈奴を挟撃
する計画)；失敗、１３年後に帰国(博望候）

• 大夏(中央アジア)で竹杖、蜀の布がインド経

由で交易されていたことを報告。

• 唐時代：西南地域からチベットに至る中国茶
(バター茶用）とチベットの馬、薬草、毛皮、銀

などとの交易の道













茶の歴史（Ｖ）

元の時代（Ⅰ２６０－１３６８年）： 武と重商主
義

・ 茶（塩）専売（榷茶）と茶税の強化
• 北方民族、西域民族との茶馬交易始る
• マルコ・ポーロ「東方見聞録」；茶を記述せず

明の時代（Ⅰ３６８－１６４４年）：重農主義
• 茶馬交易（公認）拡大強化―>密交易横行
• 洪武帝;竜団鳳餅茶の献上禁止―› 葉（散）

茶の隆盛，末茶；消滅（日本にのみ栄える）



茶の歴史（（ＶＩ）

• 清時代（Ⅰ６３６－１９１１年）：

• １６６５年：雲南に茶馬市開設（茶税増加）

• 茶馬交易；次第に衰微（馬の重要性低下）、廃止
• １６８９年：ネルチンスク条約－> 露へ茶輸出

• 欧米（特に英）への緑茶の輸出増大

• １８世紀：英国；茶取引での決済金不足（財政危
機）→インド産アヘン輸出

• アヘン中毒、貿易不均衡―>アヘン禁止

• （愛新覚羅朝；・・＞愛新覚羅毓嶦（１９２３年―）書家



雲南から世界へ：茶の伝播
（数字は伝播の世紀）











ボストン茶会事件
１７７３年、ボストンの反英市民、英船を襲撃、茶箱を投棄



ＩＩ） アヘン戦争（Ⅰ８４０－１８４２年）

１７６７年：英国;茶輸入超過と財政危機―›清へアヘン

輸出 １７７３年: ボストン茶会事件と米国独立

１８２１年： 清国内、アヘン輸入（インド産）と中毒増加、取

締り：清国商人のみ、 後に英国人も対象

１８３７年： アヘン輸入厳禁―›英国と衝突

１８３９年: 林則徐を取締り全権大臣に; 広州で英国

商人からアヘン没収、 （アッサム紅茶の生産）

１８４０年：英艦隊;中国攻撃、アヘン戦争、中国敗北

１８４２年： 南京条約、香港割譲、５港開港、アヘン黙認
治外法権･･･> 中国の近代史の起点



日本の茶の歴史

茶樹: 自生説 （山茶）;牧野富太郎、中井猛之進

中尾佐助

中国伝来説： 北村四朗ほか多数

茶種子：平安初期；遣唐使;空海、永忠ら将来、１次

餅茶（団茶）を薬研で細粉化して飲用

宮中: 喫茶儀式始まる

目的; 薬用(甘ズル、生姜などと混用)貴族階級、

高僧階級のみの風習、 次第に衰微



鎌倉時代(１２世紀後半）

茶の種子―› 明恵：栂尾に播種、栽培(本茶）
各地に伝播、栽培(宇治、醍醐、伊賀、伊勢、駿河）

• 栄西(２度入宋、臨済宗の祖、建仁寺建立）：

喫茶養生記：茶の種類、製茶法、効用、桑の効用
散茶(葉茶)の普及

室町時代（１４―１６世紀）

茶の質、生産量：向上、 抹茶の流行
茶の湯: 能阿弥、村田珠光、武野紹鴎、津田宗及

今井宗久;堺 茶杓、茶筅、釜など普及



安土桃山時代 (織豊時代）１５６８－１６００年

• 信長: 大茶会 （政治外交手段、堺商人）

• 秀吉： 茶器、金の茶室 （政治的利用）

• 千利休：小座敷、草庵、わび、（三千家の源）
• 茶の生産地:東日本や南西部一帯に拡大、

• 生産量増大、 煎茶、番茶の普及

江戸時代（１７世紀－１８６８年）

• 大名茶（細川三斎、古田織部、小堀遠州、松平

不昧、片桐石州など）



江戸時代のお茶（続き）

• 製茶技術の進歩： 江戸前期（１７世紀）;覆い
下茶の技術、（新芽の出た茶樹を日覆いして日光を
遮り（光合成を抑制）、テアニンなどのアミノ酸を増加さ
せ旨みのある覆い下茶（碾茶）にして、抹茶や玉露の
原料を作る技術の開発（宇治）；

• 現在は各地で採用 （雲南南部の茶樹王の条件（霧の
多い丘の南面で高い樹木で半分覆われている）に類似

• 煎茶道の誕生と発展: 隠元の法統を継ぐ黄檗宗の禅
僧（売茶翁）たちから文人（丈山、山陽、蕪村、竹田な
ど）中心に広まる。 現在:３９流以上

• 闘茶（原産地や種類を当てる遊び）; 広まるが、衰微







明治時代（１８６８年～）－現代

• 大名茶の衰微と三千家などの家元制度の
• 組織化（同門会、淡交会など）
• 西欧化への対応―› 立礼式（椅子点前）

• 家元制度の広報活動（茶道雑誌、淡交など）
と大衆化（高校、大学、趣味の会など）

• 国際化： １９５１年頃；海外支部（ニューヨー
ク、パリなど）設置と海外茶道留学生

・ ティーバッグ、ＰＥＴボトル茶、ウーロン茶、健康
茶など新形態の茶飲料の普及





茶の分類

（Ⅰ）色に準拠

1. 緑茶（不発酵、日本）

2. 黄茶（緑茶に類似、黄葉黄湯、中国）

3. 黒茶（微生物発酵、後発酵、磚茶、団茶、

辺茶、固形茶、中国）

4. 白茶（萎凋、半発酵、白毫、福建省）

5. 青茶（烏竜茶、萎凋、半発酵、緑茶と紅茶

の製法混合、福建省、台湾）

6. （萎凋、発酵、インド、スリランカ）





茶の分類
（Ⅱ）製法に準拠

Ⅰ．発酵茶
Ⅰ：酸化（自己）発酵茶

（茶葉の酸化酵素により着色）
Ⅰ-1 自己発酵茶（微生物の関与なし）

Ⅰ-1a 全発酵茶（紅茶）
Ⅰ-1b 半発酵茶（ウーロン茶）

Ⅰ-2 微生物発酵茶（微生物関与）
Ⅰ-2a 微生物発酵茶

乳酸菌発酵茶
（タイ、ミャンマーの食いがみ茶）

Ⅰ-2b 麹発酵茶
プーアル茶（シーサーパンナ）
碁石茶（高知県、熊本県）













茶の分類（続き）

（Ⅱ）製法に準拠

Ⅱ．不発酵茶 （加熱により酸化発酵）

Ⅱ-1 釜炒り茶（中国、竜井茶、（嬉野茶））

Ⅱ-2 蒸し茶（日本、玉露、煎茶、抹茶）







ええ











お茶のビタミン

種類 Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ Ｅ
（単位） （ＩＵ） （ＩＵ） （ＩＵ） ｍｇ ｍｇ

玉露 １２０００ ０．３０ １．１６ １１０ －

抹茶 １６０００ ０．６０ １．３５ ６０ ２８

煎茶 ７２００ ０．３５ １．４０ ２５０ ６５

烏竜茶 ８３００ ０．１３ ０．８６ ８ －

紅茶 ５００ ０．１３ ０．８０ ０ －

（１００ｇ 中）

















ご清聴に深謝します




